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令和５年度 

（2023年度） 市立ひらかた病院の取り組み 
＜部長の方針・考え方＞ 

本院は「心のかよう医療を行い、信頼される病院」を基本理念に掲げ、患者の皆さんや地域の皆さんとの信

頼関係を築き、安心と満足を得られる質の高い医療を提供することで地域に貢献するよう努めています。 

今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大においては、北河内医療圏における唯一の市立病院として、ま

た感染症指定医療機関として、多くの感染患者を受け入れてきましたが、感染症法上の位置付け変更の移行期

間にあたる令和５年度は、感染患者への対応を継続しつつ、アフターコロナに向け政策医療や先進医療を提供

する急性期病院としての医療機能の充実を図っていきます。 

また、昨年度に新たに策定した「市立ひらかた病院経営改革プラン（第３次中期経営計画）」に基づき、持続

可能な医療提供体制の確立に向け、病院経営の健全化に取り組んでいきます。 

 

＜部の構成＞ 

・診療局、看護局、薬剤部 

医療安全管理室、 

医療相談・連携室 

・事務局 

経営管理室総務課 

経営管理室経営企画課 

医事課 

＜主な担当事務＞ 

(1)患者の診療及び看護に関すること。 

(2)薬品の検査、出納及び保管に関すること。 

(3)病院の安全管理に関すること。 

(4)医療相談及び地域連携に関すること。 

(5)文書、人事、服務、病院施設の管理に関すること。 

(6)診療費請求等の医事業務及び電子計算組織の管理運

営に関すること。 

(7)病院の経営、財務、契約に関すること。 

 

 

重点的な取り組み：新型コロナウイルス感染症及びコロナ後の医療体制への対応 

本院では、新型コロナウイルス感染症の発生以降、感染の拡大状況に応じた確保病床の拡大や

発熱外来の設置などの対策を講じることで多くの入院・外来患者の受入れを行い、地域医療の中

核的役割を担うべく取り組んできました。 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に引き下げられ、行

政の関与や公費支援が段階的に縮小されることから、その動向を注視しながら感染拡大にも対応

できる医療体制を維持することで地域住民の安心と信頼の確保に努めます。一方でアフターコロ

ナの状況において本院が急性期病院として地域に貢献していくため「市立ひらかた病院経営改革

プラン（第３次中期経営計画）」に掲げた取り組みを着実に推進し、経営の健全化に取り組みま

す。 

 

重点的な取り組み：診療体制の充実 

「市立ひらかた病院経営改革プラン（第３次中期経営計画）」の策定にあたり、本院が地域に

おいて政策医療を提供する急性期病院としての役割を期待される病院であることがより明らか

となったことを踏まえ、今後においても感染症医療に加え、救急医療や小児医療、災害医療など

政策的医療機能の維持・充実に努めます。 

あわせて、既存の“消化器センター”、“下肢機能再建センター”に加え、令和４年度には“音

声外科センター”を開設するなど、より専門性の高い診療や、内視鏡手術支援ロボット「ダ・ヴ

ィンチＸｉ」の導入による従来に増して質の高い手術療法の提供に取り組んできましたが、さら

に今年度は高度治療室（ＨＣＵ）を整備するなど、本院が今後も急性期病院として地域で高度な

医療を提供していくための医療機能の充実を図っていきます。 
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重点的な取り組み：地域連携のさらなる推進 

地域医療支援病院としての役割を果たしていくため、紹介率及び逆紹介率の向上について職員

の意識徹底を図るとともに、地域の診療所への訪問を計画的かつ積極的に行うことで、紹介患者

の増加に努めます。 

また、急性期病院として地域医療を支えていくため、長期入院患者の転院先となる、地域の回

復期病院・慢性期病院など後方支援病院の確保及び連携強化の取り組みを進めていきます。 

 

 

重点的な取り組み：医療情報システムのサイバーセキュリティ対策の強化 

本院では、これまでも安定した医療サービスの提供ができるよう医療情報システムのウイルス

対策をはじめとするセキュリティ強化に努めてきました。 

近年、医療機関への不正アクセスやランサムウェア感染等のサイバー攻撃が増加していること

から、新たにサイバー攻撃を検知し、被害を最小限に留める不正接続防止システムや医療情報バ

ックアップシステムを導入するとともに、有事の際には早期復旧ができるようシステムに特化し

たＢＣＰを策定するなど、更なるサイバーセキュリティ対策の強化を図ります。 

 

 

重点的な取り組み：患者サービスの向上 

これまで一部フロアでのみ利用可能となっていた Wi-Fi（無線 LAN）によるインターネット接

続サービスを、本年４月、患者の皆さんの利便性向上の観点から、全館無料で利用いただくこと

としました。また、これに伴い個室料金の全面見直しを行いました。 

今後においても、設備の整備や貸与品の見直しなど、入院される患者の皆さんがこれまで以上

に快適に過ごしていただける環境整備を図るなど、患者サービスの向上に取り組みます。 

 

 

重点的な取り組み：情報発信の強化 

北河内医療圏において小児医療や感染症対策医療に関する中核病院としての役割をはじめ、地

域医療支援病院やがん診療拠点病院としての機能、専門性を追求するセンターによる医療提供体

制など、本院の「強み」を「ブランド」として広く理解いただくため、市民公開講座やオープン

セミナー、くらわんかフォーラム等の行事・イベントの開催や、令和４年度にリニューアルした

病院ホームページ、情報誌「かわせみ」等、様々な媒体を活用し、本院が市立病院として地域か

ら親しまれ、信頼される存在となるための情報を積極的に発信していきます。 

 

 

重点的な取り組み：働き方改革の推進 

本院では、これまで新型コロナウイルス感染症に対応する職員への積極的なメンタルヘルス対

策や公正な職場を確保するためのハラスメント防止研修の開催、職員満足度調査の実施など、職

員がやりがいを持って働くための労働環境の改善に向けた取り組みを行ってきました。 

今後も、引き続きこうした取り組みを行うとともに、令和６年度から適用される医師の働き方

改革への対応をはじめとする医療従事者の負担軽減の取り組みなど、職員が働きやすい職場環境

の整備を進めることで、より良い医療サービスの提供ができるよう努めていきます。 


